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に
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回
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本
ド
イ
ツ
歌
曲
コ
ン
ク
ー
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六
回
　
日
本
ド
イ
ツ
歌
曲
コ
ン
ク
ー
ルル

本
選
会
出
演
者
決

本
選
会
出
演
者
決
定定
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▼
大
学
間
交
流
の
仕
事
で
米
国
出

張
に
来
て
い
る
。
こ
の
地
を
訪
れ

る
度
に
い
つ
も
頭
を
悩
ま
せ
る
の

が
チ
ッ
プ
で
あ
る
。
こ
の
習
慣
は

元
々
は
移
民
の
母
国
で
あ
る
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
か
ら
持
ち
込
ま
れ
た
の
だ

ろ
う
が
、
米
国
で
は
既
に
独
特
の

も
の
に
変
貌
し
て
い
る
。
▼
最
近

の
相
場
で
は
、
レ
ス
ト
ラ
ン
で
食

事
を
し
た
際
に
は
二
〇
％
が
最
低

限
だ
と
い
う
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国

で
は
五
～
一
〇
％
ぐ
ら
い
の
と
こ

ろ
が
多
い
と
思
う
の
だ
が
、
と
米

国
滞
在
歴
の
長
い
同
僚
に
聞
い
た

と
こ
ろ
、
二
〇
％
を
置
か
な
い
と

「
何
か
自
分
の
サ
ー
ビ
ス
に
問
題

が
あ
っ
た
の
か
」
と
血
相
を
変
え

て
く
る
こ
と
も
あ
る
と
い
う
。
レ

ス
ト
ラ
ン
の
他
に
も
、
ホ
テ
ル
や

タ
ク
シ
ー
の
移
動
で
チ
ッ
プ
を
要

す
る
場
面
は
多
く
、
１
ド
ル
紙
幣

を
束
に
し
て
ポ
ケ
ッ
ト
に
忍
ば
せ

る
こ
と
に
な
る
。
▼
ふ
と
、
ホ
テ

ル
の
「
枕
銭
」
を
紙
幣
で
ど
う
置

く
の
だ
ろ
う
か
、
と
疑
問
を
持
っ

た
。
硬
貨
を
枕
の
下
に
置
く
の
が

一
般
的
か
と
思
っ
て
い
た
の
だ

が
、
紙
幣
で
は
違
和
感
が
あ
る
。

い
ろ
い
ろ
と
調
べ
て
み
る
と
、「
枕

銭
」
は
日
本
人
が
外
国
旅
行
で
慣

行
化
さ
せ
た
も
の
で
、
米
国
人
は

対
面
で
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
な
い
メ

イ
ド
さ
ん
に
は
チ
ッ
プ
を
置
か
な

い
と
い
う
。
ピ
ロ
ー
・
チ
ッ
プ
と

い
う
の
も
和
製
英
語
だ
と
い
う
の

だ
が
、
こ
の
習
慣
は
韓
国
人
や
中

国
人
に
も
広
が
っ
て
い
る
ら
し

い
。
▼
世
界
の
国
々
を
見
回
す
と

チ
ッ
プ
の
習
慣
が
あ
る
の
は
少
数

派
で
ほ
と
ん
ど
が
欧
米
諸
国
だ

が
、
実
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
の
間

で
も
チ
ッ
プ
の
習
慣
は
相
当
に
異

な
る
。
筆
者
が
留
学
し
て
い
た
ド

イ
ツ
は
「
サ
ー
ビ
ス
」
に
あ
た
る

単
語
が
存
在
し
な
い
と
揶
揄
さ
れ

る
国
で
、
飲
み
屋
で
の
勘
定
以
外

の
チ
ッ
プ
は
外
国
か
ら
持
ち
込
ま

れ
た
習
慣
で
あ
る
。
他
国
の
文
化

や
風
習
を
正
確
に
知
る
こ
と
は
難

し
い
も
の
だ
、
と
思
い
な
が
ら
、

と
り
あ
え
ず
ケ
チ
な
筆
者
は
「
枕

銭
」
を
や
め
る
こ
と
と
し
た
。

（
ヒ
ゲ
）

　
本
選
会
当
日
、
鳩
山
由
紀
夫

理
事
長
か
ら
、
ド
イ
ツ
歌
曲
普

及
協
会
・
内
田
由
利
子
理
事
長

へ
の
伝
達
式
を
執
り
行
う
。
ま

た
、
今
日
ま
で
本
コ
ン
ク
ー
ル

の
開
催
・
継
続
に
尽
力
さ
れ
た

方
々
へ
の
感
謝
状
贈
呈
式
が
予

定
さ
れ
て
い
る
。

　
素
晴
ら
し
い
出
演
者
の
歌
声

を
是
非
会
場
で
！

と
と
し
て
い
る
。

　
友
愛
ド
イ
ツ
歌
曲
コ
ン
ク
ー

ル
の
入
賞
者
が
、
自
身
の
経
歴

に
本
コ
ン
ク
ー
ル
の
成
績
を
載

せ
活
躍
し
て
い
る
状
況
も
増
え

て
い
る
現
在
、
歴
史
と
名
誉
の

途
切
れ
る
こ
と
の
無
い
よ
う
、

今
後
の
開
催
は
、
ド
イ
ツ
歌
曲

普
及
協
会
と
の
間
で
約
束
さ
れ

て
い
る
。

名
と
な
っ
た
。

　
本
選
会
に
出
演
す
る
皆
さ
ん

を
写
真
と
共
に
ご
紹
介
し
ま

す
。（
番
号
は
出
演
順
）

　
文
京
シ
ビ
ッ
ク
小
ホ
ー
ル
で

十
二
月
九
日
（
水
）
に
開
催
さ

れ
る
本
選
会
は
、
日
本
友
愛
協

会
が
主
体
で
開
催
す
る
最
後
の

本
選
会
と
な
る
。
音
楽
文
化
の

理
解
を
深
め
、
ド
イ
ツ
歌
曲
を

学
ぶ
声
楽
家
の
育
成
を
目
指

し
、
四
半
世
紀
に
亘
り
続
け
て

来
た
本
コ
ン
ク
ー
ル
事
業
で
あ

る
が
、
今
回
を
以
て
志
を
同
じ

く
す
る
一
般
財
団
法
人
ド
イ
ツ

歌
曲
普
及
協
会
へ
、
そ
の
役
割

を
継
承
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
今
後
に
継
続
さ
せ
て
い
く
た

め
今
回
か
ら
「
日
本
ド
イ
ツ
歌

曲
コ
ン
ク
ー
ル
」
と
名
称
を
改

め
、
以
前
の
コ
ン
ク
ー
ル
と
の

継
続
性
を
示
す
た
め
、
第
三
〇

回
ま
で
「
前
友
愛
ド
イ
ツ
歌
曲

コ
ン
ク
ー
ル
」
を
併
記
す
る
こ

　
十
月
二
〇
日
（
火
）
に
、
文

京
シ
ビ
ッ
ク
小
ホ
ー
ル
に
於
い

て
第
一
次
予
選
が
開
催
さ
れ
、

学
生
五
名
、
一
般
四
十
一
名
が

出
演
し
た
。（
当
日
一
般
欠
席
一

名
）
　
厳
選
な
る
審
査
の
結
果
、
学

生
三
名
、
一
般
二
十
一
名
が
二

次
予
選
に
進
ん
だ
。

　
今
回
の
出
演
者
は
総
体
的
に

水
準
が
高
く
、
審
査
員
の
先
生

方
を
悩
ま
せ
た
。
特
に
、
学
生

の
出
演
者
は
、
更
に
磨
き
を
か

け
れ
ば
、
立
派
な
歌
い
手
と
な

れ
る
可
能
性
を
秘
め
て
お
り
、

未
来
に
期
待
が
持
て
る
と
先
生

方
を
喜
ば
せ
た
。

　
十
月
二
十
九
日
（
木
）
に
開

催
さ
れ
た
二
次
予
選
で
は
、
更

に
審
査
員
の
先
生
方
を
悩
ま
せ

る
結
果
と
な
り
、
協
議
の
末
、

一
般
の
出
演
者
を
例
年
よ
り
一

名
増
や
し
十
名
と
し
た
。

　
学
生
の
部
の
出
演
者
は
、
一

　
十
月
二
十
九
日
（
木
）
東
京
の
文
京
シ
ビ
ッ
ク
小
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
第
二
十
六
回
日
本
ド
イ
ツ
歌
曲
コ
ン
ク
ー
ル
（
前
友
愛

ド
イ
ツ
歌
曲
コ
ン
ク
ー
ル
）
の
二
次
予
選
が
開
催
さ
れ
、
学
生
一
名
、
一
般
十
名
の
計
十
一
名
が
、
十
二
月
九
日
（
水
）
に
、
文

京
シ
ビ
ッ
ク
小
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
る
本
選
会
へ
と
駒
を
進
め
た
。
本
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
今
回
か
ら
「
日
本
ド
イ
ツ
歌
曲
コ
ン
ク

ー
ル
」
と
名
称
を
改
め
、
志
を
同
じ
く
す
る
一
般
財
団
法
人
ド
イ
ツ
歌
曲
普
及
協
会
と
の
共
同
で
開
催
さ
れ
る
。
今
回
の
日
本
ド

イ
ツ
歌
曲
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
日
本
友
愛
協
会
が
主
催
し
て
開
催
す
る
最
後
の
コ
ン
ク
ー
ル
と
な
る
こ
と
か
ら
、
当
日
は
会
場
に
て

成
績
発
表
・
表
彰
式
に
続
き
、
本
コ
ン
ク
ー
ル
の
開
催
、
継
続
に
尽
力
さ
れ
た
方
々
へ
の
感
謝
状
贈
呈
式
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

バ
リ
ト
ン

武
蔵
野
音
楽
大
学
音
楽
学
部
声

楽
学
科
四
年
在
学
中

ソ
プ
ラ
ノ

東
京
藝
術
大
学
大
学
院
音
楽
研

究
科
修
士
課
程
一
年
在
学
中

３
 小
野
 綾
香

（
お
の
　
あ
や
か
）

メ
ゾ
ソ
プ
ラ
ノ

東
京
藝
術
大
学
大
学
院
音
楽
博

士
後
期
課
程
独
唱
専
攻
四
年
在

学
中

４
 深
瀬
　
廉

（
ふ
か
せ
　
れ
ん
）

バ
リ
ト
ン

東
京
藝
術
大
学
大
学
院
修
士
五

年
在
学
中

６
 白
岩
　
洵

（
し
ら
い
わ
　
じ
ゅ
ん
）

バ
リ
ト
ン

東
京
藝
術
大
学
大
学
院
修
了

９
 宮
下
 大
器

（
み
や
し
た
　
た
い
き
）

テ
ノ
ー
ル

東
京
藝
術
大
学
大
学
院
修
士
課

程
三
年
在
学
中

７
 杉
原
　
藍

（
す
ぎ
は
ら
　
あ
い
）

ソ
プ
ラ
ノ

東
京
藝
術
大
学
大
学
院
修
士
課

程
独
唱
専
攻
修
了

　
 原
　
千
裕

１０

（
は
ら
　
ち
ひ
ろ
）

ソ
プ
ラ
ノ

東
京
藝
術
大
学
大
学
院
音
楽
研

究
科
声
楽
専
攻
独
唱
科
修
了

５
 細
井
 暁
子

（
ほ
そ
い
　
あ
き
こ
）

メ
ゾ
ソ
プ
ラ
ノ

国
立
音
楽
大
学
大
学
院
音
楽
研

(

究
科
修
士
課
程
声
楽
専
攻
 歌

)曲
 修
了

８
 小
原
 裕
之

（
お
は
ら
　
ひ
ろ
ゆ
き
）

バ
リ
ト
ン

京
都
市
立
芸
術
大
学
大
学
院
音

楽
研
究
科
修
士
課
程
声
楽
専
攻

修
了

　
 吉
澤
　
淳

１１
（
よ
し
ざ
わ
　
ま
こ
と
）

ソ
プ
ラ
ノ

東
京
藝
術
大
学
大
学
院
音
楽
研

究
科
修
士
課
程
独
唱
科
在
学
中

＊
本
選
会
チ
ケ
ッ
ト（
一
般
二
千
円
／
学
生
千
円
）は
、
当
日
会
場
で
お
求
め
い
た
だ
け
ま
す
。

＊
事
前
に
チ
ケ
ッ
ト
が
必
要
な
方
は
、
日
本
友
愛
協
会
事
務
局
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

＊
会
場
の
文
京
シ
ビ
ッ
ク
・
小
ホ
ー
ル
は
、
地
下
鉄
で
の
ご
来
場
が
便
利
で
す
。

【
学
生
の
部
】

１
 山
本
  将
生

（
や
ま
も
と
　
ま
さ
み
）

【
一
般
の
部
】

２
 佐
藤
　
瞳

（
さ
と
う
　
ひ
と
み
）
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北
京
理
工
大
学
校
舎
「
徳
以
明
理
　
学

以
精
工
」
大
学
の
理
念
が
掲
げ
ら
れ
て

い
る
　
全
校
で
三
万
人
の
学
生
が
学
ぶ

　
九
月
二
十
一
日
、
二
十
二
日

の
二
日
間
に
亘
っ
て
、
日
本
友

愛
協
会
国
際
交
流
事
業
の
一
環

と
し
て
、
北
京
理
工
大
学
に
於

い
て
「
友
愛
講
演
会
」
が
開
催

さ
れ
た
。
海
外
に
於
い
て
の

「
友
愛
講
演
」
は
、
本
協
会
に

と
っ
て
も
新
た
な
歴
史
が
刻
ま

れ
た
こ
と
と
な
る
。

　
同
大
学
は
、
北
京
市
内
二
カ

所
の
キ
ャ
ン
パ
ス
に
三
万
人
を

擁
す
る
大
学
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の

キ
ャ
ン
パ
ス
の
周
辺
は
、
付
属

幼
稚
園
を
含
め
、
小
学
校
、
中

学
校
、
高
校
も
あ
り
、
学
校
関

係
の
人
々
が
生
活
す
る
す
べ
て

が
揃
っ
て
お
り
、
一
つ
の
町
を

作
り
上
げ
て
い
る
。
同
大
学
に

は
、
日
本
語
学
科
が
あ
り
、
今

年
度
か
ら
三
カ
年
計
画
で
、
日

本
語
に
よ
る
受
講
感
想
文
を
基

に
、
奨
学
金
を
提
供
す
る
。

　
今
回
は
、『
友
愛
雑
感
』『
友
愛

理
解
の
た
め
に
』
を
基
に
、
川

手
常
務
理
事
に
よ
る
「
友
愛
」

の
解
説
を
中
心
に
、
茶
道
文
化

を
伝
え
る
講
演
、
日
本
側
大
学

生
に
よ
る
「
同
世
代
情
報
交
換

交
流
」
な
ど
が
行
わ
れ
た
。

　
次
年
度
は
鳩
山
由
紀
夫
理
事

長
も
北
京
に
赴
き
「
友
愛
講
演

会
」を
開
催
す
る
予
定
で
あ
る
。

担
当
さ
れ
た
周
晨
亮
教
授
、
郭

玉
傑
教
授
の
お
二
人
に
寄
せ
て

い
た
だ
い
た
所
感
文
を
掲
載
し

報
告
と
し
た
い
。

日
本
語
学
科
の
学
生
を
中
心
に
多
く
の
学
生
が
参
加

日
本
側
大
学
生
に
よ
る
講
演
も
好
評

鳩鳩鳩鳩鳩鳩鳩鳩鳩鳩鳩鳩鳩鳩鳩鳩鳩鳩鳩鳩鳩
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夫夫夫夫夫夫夫夫夫夫夫夫夫夫夫夫夫夫夫夫夫
理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理
事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事
長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長
ののののののののののののののののののののの
ビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビ
デデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデ
オオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオ
レレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレ
タタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタ
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー
ににににににににににににににににににににに
歓歓歓歓歓歓歓歓歓歓歓歓歓歓歓歓歓歓歓歓歓

鳩
山
由
紀
夫
理
事
長
の
ビ
デ
オ
レ
タ
ー
に
歓
声声声声声声声声声声声声声声声声声声声声声声

国際交流事業

た
び
の
ご
訪
問
に
よ
っ
て
、
若

者
を
未
来
の
日
本
を
担
え
る
人

間
と
し
て
育
て
て
い
く
驚
嘆
す

べ
き
友
愛
協
会
の
「
樹
人
」
の

力
に
も
気
づ
き
ま
し
た
。

　
今
後
、
還
暦
を
過
ぎ
た
友
愛

協
会
と
共
に「
百
年
」を
期
に
、

北
京
理
工
大
学
外
国
語
学
院
は

世
界
の
国
々
に
貢
献
で
き
る
人

材
を
育
成
し
て
い
く
所
存
で
す

が
、
ぜ
ひ
ご
協
力
頂
け
る
こ
と

を
切
に
願
い
な
が
ら
、
協
会
の

方
々
と
の
再
会
を
一
日
千
秋
の

思
い
で
待
ち
望
ん
で
お
り
ま

す
。

生
の
直
筆
揮
毫
も
、
北
京
理
工

大
学
の
宝
と
し
て
後
世
へ
大
事

に
伝
え
て
い
き
ま
す
。
友
愛
の

種
は
確
実
に
撒
か
れ
ま
し
た
。

…
…
…
…
…

　
二
十
二
日
の
午
後
、
川
手
君

と
高
橋
君
に
よ
る
発
表
は
実
に

見
事
で
し
た
。
Ｐ
Ｐ
Ｔ
の
作
り

が
非
常
に
丁
寧
で
か
つ
レ
イ
ア

ウ
ト
も
完
璧
で
、
弊
学
の
学
生

も
見
習
わ
せ
た
い
も
の
だ
と
感

じ
ま
し
た
。

　
北
京
で
数
多
く
の
日
本
人
留

学
生
と
接
し
て
き
ま
し
た
が
、

両
者
と
も
育
ち
の
良
さ
が
滲
み

な
が
ら
も
若
者
の
元
気
さ
を
失

わ
ず
、
格
別
に
輝
い
て
い
ま
し

た
。「
桃
李
不
言
、
下
自
成
蹊
」。

や
は
り
友
愛
の
体
現
者
で
あ
る

川
手
常
務
理
事
の
ご
薫
陶
の
賜

物
と
見
て
間
違
い
な
い
の
で
し

ょ
う
。

　
中
国
に
は
「
十
年
樹
木
、
百

年
樹
人
」（
十
年
か
け
て
木
を
育

て
 、
百
年
か
け
て
人
材
を
育
て

る
）
と
い
う
諺
が
あ
り
ま
す
。

実
際
、
川
手
常
務
理
事
と
友
愛

協
会
の
方
々
の
手
に
よ
っ
て
、

十
年
も
経
た
ず
に
中
国
の
荒
野

が
森
林
に
変
え
ら
れ
た
奇
跡
を

写
真
で
拝
見
し
、
賛
嘆
の
念
を

禁
じ
え
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
の

よ
う
に
熱
気
が
教
室
全
体
を
包

ん
だ
情
景
は
嘗
て
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。

　「
人
生
最
高
の
日
」と
川
手
理

事
が
朗
ら
か
に
宣
言
さ
れ
ま
し

た
が
、
侍
っ
て
い
た
私
自
身

も
、
友
愛
の
真
意
を
一
身
に
体

現
し
得
る
方
と
の
忘
年
の
縁

に
、
思
わ
ず
感
謝
を
捧
げ
て
お

り
ま
し
た
。

　
二
十
一
日
の
午
後
、
羽
中
田

さ
ん
が
大
学
院
の
一
室
に
茶
室

「
無
境
庵
」
を
作
り
上
げ
、
学

生
た
ち
に
お
茶
を
振
舞
わ
れ
ま

し
た
。

　
本
格
的
な
茶
道
具
の
数
々
を

理
工
大
ま
で
運
ん
で
く
だ
さ
る

こ
と
な
ど
、
並
大
抵
の
手
間
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
客
人
を
思

う
真
心
こ
そ
茶
道
の
神
髄
な
の

で
し
ょ
う
。
羽
中
田
さ
ん
の
凛

と
し
て
い
る
茶
人
の
姿
、
温
か

い
友
愛
の
情
が
お
も
て
な
し
を

受
け
た
学
生
た
ち
の
心
を
強
く

打
ち
ま
し
た
。

　
鳩
山
理
事
長
の
映
像
が
教
室

に
映
っ
た
瞬
間
、
四
辺
が
歓
声

に
包
ま
れ
ま
し
た
。
そ
の
場
に

い
た
学
生
全
員
に
と
っ
て
一
生

の
思
い
出
に
な
っ
た
の
に
違
い

あ
り
ま
せ
ん
。

　
有
難
く
頂
い
た
鳩
山
一
郎
先

サ
イ
ン
を
交
わ
し
、
学
院
の
歴

史
に
こ
の
記
念
す
べ
き
一
ペ
ー

ジ
を
刻
む
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。
　
二
十
一
日
、
二
十
二
日
二
日

連
続
で
、
川
手
常
務
理
事
が
ご

講
演
さ
れ
た
際
通
訳
と
し
て
勤

め
ま
し
た
が
、
言
葉
の
伝
達
は

出
来
て
も
、
そ
の
熱
意
を
ど
う

し
て
も
上
手
く
伝
え
ら
れ
ず
慙

愧
に
耐
え
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
六
〇
年
以
上
友
愛
協
会
と
共

に
歩
ん
で
き
た
川
手
常
務
理
事

の
、
余
人
に
真
似
で
き
な
い
本

物
の
気
迫
と
情
熱
が
満
ち
溢

れ
、
そ
の
お
言
葉
は
終
始
若
い

学
生
た
ち
の
心
を
掴
ん
で
離
し

ま
せ
ん
で
し
た
。

　
過
去
多
く
の
方
々
を
理
工
大

で
迎
え
ま
し
た
が
、
あ
の
日
の

の
信
念
と
自
負
に
深
い
感
銘
を

覚
え
ま
し
た
。

　
更
に
鳩
山
由
紀
夫
理
事
長
に

も
貴
重
な
時
間
を
割
い
て
戴

き
、
赤
坂
の
事
務
室
に
て
念
願

の
面
会
が
叶
い
ま
し
た
。

　
鳩
山
理
事
長
の
「
大
人
（
だ

い
じ
ん
）」た
る
風
格
と
上
品
な

振
る
舞
い
に
敬
服
す
る
と
同
時

に
、
鳩
山
家
三
代
百
年
高
邁
な

理
想
の
一
斑
を
垣
間
見
ま
し

た
。
友
愛
協
会
の
青
眼
を
賜
っ

て
、
翌
年
の
正
式
な
訪
問
を
そ

の
日
に
お
約
束
い
た
だ
き
ま
し

た
。
　
そ
し
て
二
〇
一
五
年
九
月
二

十
一
日
、
大
学
設
立
七
五
周
年

の
際
、
学
院
の
会
議
室
で
李
京

廉
学
院
長
が
川
手
常
務
理
事
と

友
愛
奨
学
金
設
立
の
契
約
書
に

よ
う
な
出
会
い
が
、
多
く
の

方
々
と
の
ご
縁
の
呼
び
水
と
な

り
ま
し
た
。

　
同
じ
年
の
夏
、
古
巣
の
東
京

工
業
大
学
に
客
員
研
究
員
と
し

て
赴
い
た
際
、
日
本
友
愛
協
会

に
一
言
ご
挨
拶
と
思
い
恐
縮
な

が
ら
も
ご
連
絡
差
し
上
げ
た
と

こ
ろ
、
早
速
ご
快
諾
を
頂
き
、

七
月
二
九
日
に
表
敬
訪
問
を
行

い
ま
し
た
。
川
手
常
務
理
事
に

よ
る
鳩
山
会
館
の
ご
案
内
と
い

う
幸
運
を
蒙
り
、
友
愛
へ
の
そ

　「
袖
振
り
合
う
も
他
生
の
縁
」。

　
二
〇
一
四
年
の
仲
春
、
理
工

大
の
Ｏ
Ｂ
で
あ
る
羊
強
振
さ
ん

（
中
国
国
際
青
年
交
流
セ
ン
タ

ー
）
の
紹
介
で
、
北
京
理
工
大

学
で
学
生
交
流
を
終
え
た
、
日

本
友
愛
協
会
の
ご
一
行
（
羽
中

田
さ
ん
、
川
手
祥
右
君
、
高
橋

佳
大
君
）
に
ご
挨
拶
を
す
る
機

会
に
巡
り
会
え
ま
し
た
。

　
昼
食
後
一
行
は
怱
々
に
空
港

へ
立
ち
、
私
も
急
い
で
講
壇
に

向
か
い
ま
し
た
。
袖
振
り
合
う

友
愛
の
も
と
で
「
百
年
樹
人
」

友
愛
の
も
と
で
「
百
年
樹
人
」
をを

北
京
理
工
大
学
外
国
語
学
院
日
本
言
語
文
学
科

北
京
理
工
大
学
外
国
語
学
院
日
本
言
語
文
学
科
長長

北
京
理
工
大
学
大
学
院
日
本
言
語
文
学
専
攻
長

北
京
理
工
大
学
大
学
院
日
本
言
語
文
学
専
攻
長
　

周

晨

周
　
晨
亮亮

李
京
廉
学
院
長
（
右
）
と
奨
学
金
の
契

約
書
に
調
印
　
三
年
間
に
亘
り
、
友
愛

講
演
会
の
感
想
文
を
基
に
提
供
す
る

川
手
常
務
理
事
の
話
に
、
熱
心
に
質
問

す
る
学
生
が
多
い
。
学
ぶ
姿
勢
は
真
摯

で
素
晴
ら
し
い
学
生
た
ち
だ

自
身
が
設
計
し
た
建
物
の
解
説
か
ら
日

本
建
築
の
特
徴
ま
で
、
見
事
に
デ
ー
タ

を
纏
め
て
発
表
　
川
手
祥
右
さ
ん

日
本
の
就
職
活
動
事
情
を
軸
に
、
大
学

生
の
実
態
を
明
る
く
発
表
　
日
本
に
誘

う
デ
ー
タ
も
添
え
て
　
高
橋
佳
大
さ
ん

仮
に
作
っ
た
茶
室
「
無
境
庵
」
で
。
積

極
的
に
挑
戦
す
る
学
生
が
多
い
。
お
茶

も
お
菓
子
も
大
好
評
で
あ
っ
た

参
加
の
学
生
か
ら
贈
呈
さ
れ
た
花
束
を

手
に
、
川
手
常
務
理
事
を
囲
ん
で
記
念

撮
影
。
左
端
は
、
周
教
授



友
愛
の

友
愛
の
輪輪

北
京
理
工
大
学
日
本
語
学
科
教
授

郭

玉

北
京
理
工
大
学
日
本
語
学
科
教
授
　
郭
　
玉
傑傑
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自
分
達
の
講
演
を
伝
え
る
ポ
ス
タ
ー
の

前
で
ち
ょ
っ
と
照
れ
な
が
ら
。
高
橋
佳

大
さ
ん
（
右
）
と
川
手
祥
右
さ
ん
（
左
）

講
演
後
、
質
問
攻
め
に
会
う
川
手
常
務

理
事
。
女
子
学
生
は
「
日
本
に
行
き
た

い
」
の
希
望
が
多
い

歌
手
の
グ
エ
ン
・
テ
ィ
ー
・
ト
ゥ
オ
ン

さ
ん
と
手
を
握
り
な
が
ら
話
を
。
彼
女

の
歌
声
に
多
く
の
人
が
感
動
し
た

車
椅
子
の
子
ど
も
た
ち
と
、
か
が
ん
で

話
を
す
る
鳩
山
由
紀
夫
理
事
長
。
活
動

範
囲
が
増
え
、
社
会
生
活
向
上
を
願
う

壇
上
に
並
べ
ら
れ
た
車
椅
子
。
贈
ら
れ

た
子
ど
も
た
ち
も
そ
の
親
御
さ
ん
も
、

関
係
者
も
、
全
員
が
笑
顔
に
溢
れ
て

贈
呈
し
た
五
〇
台
の
車
椅
子
の
内
の
一

台
。
日
本
友
愛
協
会
の
名
と
ロ
ゴ
、
英

文
の
解
説
が
入
っ
て
い
る

車
椅
子
贈
呈
式
で
挨
拶
す
る
鳩
山
由
紀

夫
理
事
長
。
多
く
の
メ
デ
ィ
ア
が
集
ま

り
、
期
待
の
大
き
さ
を
伺
わ
せ
る

し
た
で
し
ょ
う
か
。

　
理
事
長
は
、
近
い
う
ち
に
ぜ

ひ
北
京
理
工
大
学
を
訪
問
し
た

い
と
仰
い
ま
し
た
が
、
そ
の
日

が
一
日
も
早
く
来
る
こ
と
を
心

よ
り
切
に
願
っ
て
や
み
ま
せ

ん
。

生
た
ち
と
の
距
離
を
無
く
し
、

元
総
理
大
臣
と
は
思
え
な
い
ほ

ど
親
し
み
を
感
じ
ま
し
た
。

　
理
事
長
の
友
情
あ
ふ
れ
る
ご

挨
拶
で
、
熱
烈
な
拍
手
が
教
室

を
沸
か
せ
ま
し
た
。
理
事
長
、

学
生
た
ち
の
拍
手
、
聞
こ
え
ま

今
回
は
北
京
理
工
大
学
を
ご
訪

問
な
さ
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
理
事
長
が
今
回
の

茶
事
の
お
客
さ
ん
と
し
て
、
ビ

デ
オ
の
中
で
ご
挨
拶
を
し
て
く

だ
さ
い
ま
し
た
。
理
事
長
の
笑

顔
と
穏
や
か
な
声
が
す
ぐ
に
学

　
そ
の
中
で
一
番
感
銘
を
受
け

た
の
は
、
鳩
山
由
紀
夫
理
事
長

が
学
生
た
ち
の
た
め
に
わ
ざ
わ

ざ
作
っ
て
お
い
て
く
だ
さ
っ
た

ビ
デ
オ
で
す
。

　
理
事
長
は
元
日
本
国
総
理
大

臣
と
い
う
特
別
な
ご
身
分
で
、

も
学
生
た
ち
の
心
を
惹
き
、
床

に
座
っ
て
い
た
人
た
ち
が
脚
の

痺
れ
を
忘
れ
て
し
ま
う
ほ
ど
集

中
し
て
講
演
を
聴
き
ま
し
た
。

茶
道
具
を
鑑
賞
し
な
が
ら
羽
中

田
さ
ん
の
心
を
込
め
て
点
て
た

お
茶
を
飲
む
こ
と
は
、
学
生
た

ち
に
と
っ
て
本
当
に
珍
し
い
体

験
で
あ
り
、
一
期
一
会
と
い
う

茶
道
の
精
神
に
対
す
る
理
解
を

深
め
る
事
も
で
き
ま
し
た
。

　
お
二
人
の
若
者
が
図
表
や
写

真
な
ど
を
駆
使
し
て
、、
高
橋

佳
大
さ
ん
は
日
本
に
お
け
る
就

活
体
験
を
、
川
手
祥
右
さ
ん

は
、
ご
自
分
が
設
計
し
た
作
品

を
同
じ
年
齢
の
学
生
た
ち
と
分

か
ち
合
い
ま
し
た
。

　
今
回
担
当
し
た
ス
タ
ッ
フ
と

し
て
も
う
一
つ
深
い
感
銘
を
覚

え
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ

は
友
愛
の
皆
様
の
仕
事
に
対
す

る
真
面
目
さ
と
勤
勉
さ
で
す
。

ご
来
訪
の
一
ヶ
月
前
に
羽
中
田

さ
ん
は
す
で
に
講
演
当
日
に
使

う
文
字
資
料
を
送
っ
て
お
い
て

く
だ
さ
い
ま
し
た
。
ま
た
今
回

の
講
演
の
た
め
に
、
四
人
の
方

が
日
本
か
ら
十
二
箱
も
あ
る
資

料
と
茶
道
具
を
持
っ
て
き
て
、

講
演
前
日
に
講
演
現
場
ま
で
運

ん
で
き
て
く
れ
ま
し
た
。
中
に

は
川
手
さ
ん
の
書
か
れ
た
『
友

愛
雑
感
』
そ
し
て
同
じ
く
川
手

さ
ん
の
書
か
れ
た
『
友
愛
理
解

の
た
め
に
』
が
、
ぎ
っ
し
り
入

っ
て
い
ま
し
た
。
特
に
『
友
愛

理
解
の
た
め
に
』
は
中
国
語
に

訳
さ
れ
て
あ
り
、
心
配
り
に
感

動
し
ま
し
た
。
二
十
一
日
講
演

当
日
、
午
前
中
川
手
さ
ん
の
ご

講
演
終
了
後
、
午
後
の
茶
道
実

演
の
準
備
を
す
る
た
め
に
、
羽

中
田
さ
ん
と
二
人
の
若
者
が
、

食
事
も
せ
ず
す
ぐ
に
午
後
の
茶

道
実
演
の
教
室
に
駆
け
付
け
、

準
備
を
始
め
ま
し
た
。
準
備
を

一
時
間
半
も
続
け
ま
し
た
。

い
女
性
」
羽
中
田
さ
ん
の
こ
と

な
ど
。
で
す
か
ら
、
ご
一
行
の

お
い
で
を
ず
っ
と
前
か
ら
期
待

し
て
お
り
ま
し
た
。

　
二
日
間
に
わ
た
る
ご
訪
問
と

四
回
の
ご
講
演
は
い
う
ま
で
も

な
く
大
成
功
で
し
た
。

　
二
日
目
の
川
手
さ
ん
の
自
叙

伝
の
一
部
、
長
男
と
し
て
家
業

を
継
ぐ
べ
き
だ
っ
た
の
で
す

が
、
東
京
に
出
る
こ
と
を
果
敢

に
決
め
る
。
二
十
一
年
前
、
会

社
の
年
商
が
七
十
億
の
時
、
二

十
五
億
の
工
場
を
買
い
取
る
。

癌
に
か
か
っ
て
余
命
一
年
と
宣

告
さ
れ
た
が
、
放
射
線
治
療
を

捨
て
て
自
分
の
自
由
に
出
来
る

病
院
を
選
ん
だ
こ
と
。
聴
講
者

た
ち
は
、
皆
、
川
手
さ
ん
の
こ

の
伝
説
み
た
な
い
人
生
に
深
い

感
慨
を
覚
え
ま
し
た
。

　
二
十
一
日
の
午
後
、
羽
中
田

さ
ん
が
茶
道
作
法
を
実
演
し
て

く
だ
さ
い
ま
し
た
。
本
物
そ
っ

く
り
の
茶
室
、
鳩
山
一
郎
様
ご

親
筆
の「
友
愛
」掛
け
軸
、
き
れ

い
な
お
花
と
茶
碗
、
羽
中
田
さ

ん
の
優
雅
な
し
ぐ
さ
、
い
ず
れ

　
北
京
の
一
番
き
れ
い
な
シ
ー

ズ
ン
で
あ
り
、
北
京
理
工
大
学

創
立
七
十
五
周
年
と
い
う
め
で

た
い
日
で
も
あ
る
九
月
二
十
一

日
に
、
我
々
は
日
本
友
愛
協
会

常
務
理
事
川
手
正
一
郎
様
ご
一

行
を
理
工
大
中
関
村
キ
ャ
ン
パ

ス
に
お
迎
え
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　
こ
の
度
の
友
愛
訪
中
団
は
川

手
様
始
め
、
事
務
局
員
羽
中
田

元
美
女
史
と
、
二
人
の
バ
イ
タ

リ
テ
ィ
あ
ふ
れ
る
若
者
も
一
緒

に
来
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
私

は
以
前
よ
り
川
手
さ
ん
、
羽
中

田
さ
ん
に
関
す
る
様
々
な
話

を
、
中
日
青
年
交
流
セ
ン
タ
ー

の
羊
強
振
君
か
ら
彼
自
身
の
感

動
も
含
め
て
伺
っ
て
い
ま
し

た
。
　
川
手
さ
ん
が
癌
に
か
か
っ
て

余
命
一
年
と
宣
告
さ
れ
た
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
一
年
後
に
癌
が

奇
跡
的
に
完
治
し
た
こ
と
。
そ

の
情
熱
と
信
念
の
迫
力
。
茶
道

と
生
花
に
精
通
す
る
だ
け
で
な

く
日
本
文
学
や
歴
史
も
熟
知
し

て
い
て
「
才
気
あ
ふ
れ
た
明
る

熱
く
な
り
ま
し
た
。

　
贈
呈
式
で
鳩
山
理
事
長
は
以

下
の
よ
う
に
挨
拶
を
し
ま
し

た
。
　
「
こ
の
式
典
の
関
係
各
位
の

皆
様
の
温
か
い
歓
迎
に
感
謝
す

る
。
枯
葉
剤
・
ダ
イ
オ
キ
シ
ン

の
影
響
で
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ

を
も
つ
皆
様
方
、
特
に
子
供
達

や
お
年
寄
り
に
お
会
い
で
き
た

こ
と
を
喜
ん
で
い
る
。
そ
の
な

か
で
も
、
ト
ゥ
オ
ン
さ
ん
の
歌

声
に
は
感
動
し
た
。

　
私
は
、
友
愛
の
考
え
を
世
界

に
広
め
る
た
め
に
日
本
友
愛
協

会
の
理
事
長
を
、
ま
た
、
東
ア

ジ
ア
を
日
中
韓
や
ベ
ト
ナ
ム
が

協
力
で
き
る
共
同
体
に
構
築
す

る
た
め
、
東
ア
ジ
ア
共
同
体
研

究
所
理
事
長
も
務
め
て
い
る
。

二
年
前
に
プ
ッ
ク
ラ
ム
国
際
総

合
病
院
を
訪
れ
た
際
、
多
く
の

枯
葉
剤
の
影
響
で
困
っ
て
い
る

子
供
達
に
出
会
っ
て
、
戦
争
は

ま
だ
終
わ
っ
て
い
な
い
、
と
感

じ
た
。
子
供
達
の
た
め
に
何
が

出
来
る
の
か
を
考
え
、
車
い
す

の
寄
贈
を
思
い
つ
い
た
。

　
わ
ず
か
五
〇
台
だ
が
、
昨
年

同
様
子
供
達
の
喜
ぶ
顔
を
見
て

た
。
中
で
も
、
自
身
が
障
が
い

者
で
あ
り
な
が
ら
、
障
が
い
者

の
た
め
の
事
業
を
展
開
し
、
実

業
家
と
し
て
も
有
名
な
、
歌
手

グ
エ
ン
・
テ
ィ
ー
・
ト
ゥ
オ
ン

さ
ん
の
明
る
く
力
強
い
歌
声
に

は
列
席
し
た
人
々
が
大
い
に
感

動
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
鳩
山
理
事
長
が
車
い

す
に
乗
る
子
供
達
と
、
一
人
ひ

と
り
手
を
取
り
な
が
ら
触
れ
合

う
場
面
に
は
、
国
境
を
超
え
た

正
に
「
友
愛
の
実
践
」
と
胸
が

（
南
部
）、
バ
グ
ザ
ン
省
（
北

部
）、
ゲ
イ
ア
ン
省
（
中
部
）、

ザ
ラ
イ
省
（
中
部
）、
ク
ア
ン
チ

省
（
中
部
）
各
地
の
関
係
機
関

に
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

　
贈
呈
式
に
は
障
が
い
を
持
つ

子
供
た
ち
と
そ
の
保
護
者
は
も

ち
ろ
ん
、
障
害
の
あ
る
退
役
軍

人
や
関
係
者
が
大
勢
集
ま
り
、

昨
年
同
様
、
歌
や
踊
り
、
詩
吟

の
朗
読
等
や
政
府
関
係
機
関
責

任
者
の
熱
い
思
い
が
こ
も
っ
た

ス
ピ
ー
チ
の
歓
迎
を
受
け
ま
し

が
（
機
関
紙
友
愛
五
三
〇
、
五

三
二
号
で
既
報
）、
本
年
も
ま

た
、
二
度
目
と
な
る
車
椅
子
贈

呈
式
が
九
月
二
四
日
に
、
ベ
ト

ナ
ム
・
フ
ン
エ
ン
省
エ
コ
パ
ー

ク
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
昨
年
の
贈
呈
式
が
テ
レ
ビ
等

に
も
取
り
上
げ
ら
れ
、
関
係
機

関
の
中
で
評
判
に
な
り
、
今
回

贈
っ
た
五
〇
台
の
車
い
す
は

「
枯
葉
剤
患
者
救
済
プ
ロ
グ
ラ

ム
」
の
一
環
と
し
て
、
ハ
ノ
イ

市
、
ダ
ナ
ン
市
、
ド
ン
ナ
イ
省

　
一
昨
年
、
日
本
友
愛
協
会
鳩

山
由
紀
夫
理
事
長
が
、
ベ
ト
ナ

ム
・
ハ
ノ
イ
市
に
あ
る
、
ベ
ト

ナ
ム
戦
争
時
の
米
軍
に
よ
る
枯

葉
剤
・
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
の
影
響

に
よ
り
、
い
ま
だ
重
い
先
天
的

障
害
を
も
つ
子
供
た
ち
を
治
療

す
る
「
プ
ッ
ク
ラ
ム
国
際
総
合

病
院
」
を
視
察
し
ま
し
た
。
そ

の
際
、
社
会
生
活
を
送
る
た
め

の
車
い
す
贈
呈
を
そ
の
場
で
申

し
出
、
昨
年
九
月
に
そ
の
贈
呈

式
が
同
医
院
で
行
わ
れ
ま
し
た

（
４
面
に
つ
づ
く
）

ベ
ト
ナ
ム
へ
の
車
い
す
贈
呈
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ベ
ト
ナ
ム
へ
の
車
い
す
贈
呈
プ
ロ
ジ
ェ
ク
トト

贈
呈
式
開
催

鳩
山
由
紀
夫
理
事
長
参

贈
呈
式
開
催
　
鳩
山
由
紀
夫
理
事
長
参
列列

　
次
年
度
へ
向
け
て
「
修
理
技
術
者
育
成
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
検

次
年
度
へ
向
け
て
「
修
理
技
術
者
育
成
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
検
討討

多
く
の
方
か
ら
喜
び
の
声

子
供
た
ち
の
表
情
に
感

　
多
く
の
方
か
ら
喜
び
の
声
　
　
子
供
た
ち
の
表
情
に
感
激激



友愛　ほほほほほほほほほほほほほほほほほほほほほんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだほんだなななななななななななななななななななななな
 ……………………………… 番外編
映画「ＦＯＵＪＩＴＡ」
襖 鴬横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横

東京国際映画祭コンペティション参加作品

座

再

債

最

挫挫挫挫挫挫挫挫挫挫挫挫挫挫挫挫挫挫挫挫挫挫挫挫挫挫挫挫挫

挫挫挫挫挫挫挫挫挫挫挫挫挫挫挫挫挫挫挫挫挫挫挫挫挫挫挫挫挫

催
催
催
催
催
催
催
催
催
催
催
催
催

催
催
催
催
催
催
催
催
催
催
催
催
催

　平成２７年（２０１５年）１１月１０日 友　　　愛 第５３８号　（４）　

本
当
に
嬉
し
く
思
っ
た
。

　
車
い
す
に
よ
り
、
子
供
達
や

お
年
寄
り
に
、
活
動
的
な
可
能

性
を
与
え
る
こ
と
が
重
要
で
あ

る
。
来
年
も
寄
贈
す
る
約
束
を

す
で
に
し
た
。

　
こ
の
事
業
に
協
力
し
て
い
る

ア
ビ
リ
テ
ィ
ー
ズ
社
の
伊
東
会

長
か
ら
、
車
い
す
は
故
障
す
る

と
大
変
だ
か
ら
、
そ
の
修
理
技

術
者
育
成
の
た
め
の
研
修
生
を

自
社
で
引
き
受
け
る
、
ま
た
将

来
的
に
は
ベ
ト
ナ
ム
で
車
い
す

生
産
を
す
る
こ
と
に
協
力
を
惜

し
ま
な
い
と
の
伝
言
を
預
か
っ

て
き
た
。

　
同
時
に
、
枯
葉
剤
の
影
響
を

解
決
す
る
た
め
に
は
、
汚
染
土

壌
か
ら
有
害
物
質
の
除
去
が
必

要
で
、
こ
れ
は
日
本
の
技
術
が

有
効
で
あ
る
。
ま
た
そ
の
た
め

に
は
日
越
政
府
間
の
協
力
が
必

要
で
あ
る
。

　
私
も
努
力
す
る
が
ご
参
会
の

皆
さ
ん
の
協
力
も
必
要
で
あ

る
。
あ
ら
た
め
て
関
係
す
る
全

て
の
皆
さ
ん
に
感
謝
す
る
。」

　
翌
日
は
リ
ゾ
ー
ト
地
と
し
て

近
年
評
価
の
高
い
キ
エ
ン
ザ
ン

省
フ
ー
コ
ッ
ク
島
を
視
察
、
そ

の
後
は
県
都
ラ
ッ
ク
ザ
で
ズ
ン

首
相
の
ご
子
息
で
も
あ
る
ギ
書

記
と
大
変
友
好
的
な
雰
囲
気
の

中
会
談
を
し
ま
し
た
。

　
道
中
の
船
移
動
で
は
、
ス
ク

リ
ュ
ー
に
藻
が
絡
む
と
い
う
ア

ク
シ
デ
ン
ト
の
た
め
通
常
の
倍

の
五
時
間
を
要
し
、
帰
り
の
ホ

ー
チ
ミ
ン
空
港
ま
で
メ
コ
ン
流

域
を
横
目
に
見
な
が
ら
悪
路
を

縦
に
横
に
揺
ら
れ
な
が
ら
六
時

間
か
け
て
走
破
す
る
と
い
う
貴

重
な
経
験
を
さ
せ
て
頂
き
ま
し

た
が
、
鳩
山
理
事
長
の
友
愛
に

か
け
る
並
々
な
ら
ぬ
思
い
に
頭

が
下
が
る
思
い
で
す
。

（
評
議
員
・
芳
賀
大
輔
記
）

（
３
面
よ
り
つ
づ
き
）

の
他
大
勢
の
衣
装
、
メ
イ
ク
に

も
妥
協
を
許
さ
な
い
、
小
栗
監

督
の
思
い
の
一
部
を
垣
間
見
た

思
い
が
し
ま
し
た
。

　
画
面
が
変
わ
る
度
に
、「
あ

あ
、
日
本
人
は
以
前
こ
ん
な
風

に
怒
り
や
悲
し
み
を
表
現
し
て

い
た
の
だ
」「
日
本
人
は
昔
、
こ

れ
程
自
然
と
共
に
生
き
て
い
た

の
だ
」「
日
本
人
は
こ
ん
な
風
に

人
と
の
関
わ
り
を
も
っ
て
い
た

の
だ
」
と
、
懐
か
し
さ
と
共
に

思
い
出
し
、
気
づ
か
さ
れ
る
こ

と
が
多
々
あ
り
ま
す
。

　
全
て
冒
頭
に
述
べ
た
よ
う

に
、
貴
方
自
身
が
心
の
中
に
も

っ
て
い
る
、（
自
分
で
は
気
づ
か

な
い
ま
ま
で
も
）
そ
ん
な
感
覚

的
本
質
が
、
身
体
の
内
か
ら
湧

き
上
が
っ
て
い
る
の
だ
と
思
い

ま
す
。
省
く
こ
と
で
普
遍
的
な

も
の
を
導
き
出
し
、
個
人
個
人

の
生
き
て
き
た
記
憶
と
重
ね
て

感
動
す
る
こ
と
が
で
き
る
、
映

像
表
現
。
映
像
の
世
界
に
一
つ

の
金
字
塔
が
打
建
て
ら
れ
た
と

思
い
ま
す
。

　
秋
の
一
日
、
美
し
い
映
像
に

身
を
置
い
て
、
自
身
の
感
性
と

向
き
合
っ
て
み
る
の
は
い
か
が

で
し
ょ
う
？
　
若
い
人
に
是
非
、

感
性
な
ん
て
と
思
っ
て
い
る
中

高
年
の
方
に
も
是
非
、
劇
場
に

足
を
運
ん
で
い
た
だ
き
た
い

と
、お
薦
め
で
き
る
映
画
で
す
。

か
け
て
く
れ
る
優
し
さ
に
溢
れ

て
い
ま
す
。
鑑
賞
す
る
方
に
理

解
を
委
ね
て
い
る
こ
と
も
、
俳

句
と
重
な
る
感
じ
が
し
ま
す
。

さ
ら
に
は
、省
い
て
い
な
が
ら
、

全
て
が
網
羅
さ
れ
て
い
る
、
そ

ん
な
贅
沢
さ
が
あ
り
ま
す
。
そ

れ
は
美
し
さ
を
求
め
て
使
わ
れ

た
膨
大
な
時
間
と
、
努
力
（
エ

ネ
ル
ギ
ー
）、
本
物
を
求
め
る

こ
だ
わ
り
が
醸
し
出
し
て
い
る

の
で
し
ょ
う
。
そ
れ
を
示
す
一

つ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
ご
紹
介
し

ま
す
。

　
実
は
こ
の
映
画
、
日
本
友
愛

協
会
の
井
上
和
子
評
議
員
長
が

日
本
側
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
と
し

て
活
躍
し
て
い
ま
す
。
パ
リ
ロ

ケ
の
際
、
井
上
評
議
員
長
は
、

プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
と
し
て
現
場

に
赴
き
ま
し
た
。
そ
の
際
、
小

栗
監
督
が
井
上
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ

ー
を
映
画
に
登
場
さ
せ
る
こ
と

に
し
ま
し
た
。
勿
論
セ
リ
フ
も

無
し
、
ア
ッ
プ
も
無
し
、
そ
の

他
大
勢
の
エ
キ
ス
ト
ラ
と
し
て

で
す
。
実
際
の
映
画
で
は
、
時

間
は
お
よ
そ
五
秒
、
二
十
人
程

の
人
々
に
紛
れ
て
の
登
場
で
し

た
。
撮
影
当
日
、
午
前
八
時
半

か
ら
衣
装
合
わ
せ
と
メ
イ
ク
。

出
来
上
が
っ
た
の
は
午
後
五
時

過
ぎ
。
そ
し
て
撮
影
が
終
わ
っ

た
の
は
八
時
過
ぎ
で
す
。

　
本
編
中
た
っ
た
数
秒
の
、
そ

の
登
場
に
、
観
客
全
員
が
拍
手

喝
采
し
た
時
代
か
ら
、
宇
宙
空

間
を
自
在
に
走
り
回
る
Ｃ
Ｇ
を

駆
使
し
た
映
画
ま
で
、
映
画
は

表
現
の
幅
を
広
げ
、
そ
の
楽
し

み
も
多
種
多
様
に
な
っ
た
と
い

え
る
で
し
ょ
う
。

　
私
自
身
も
、「
映
画
を
観
る
」

と
い
う
楽
し
み
を
前
述
の
よ
う

に
思
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
観

点
か
ら
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
伝
え
る

『
Ｆ
Ｏ
Ｕ
Ｊ
Ｉ
Ｔ
Ａ
』
も
、
一

つ
の
魅
力
だ
と
思
い
ま
す
。

　
と
こ
ろ
が
今
回
初
め
て
、「
映

画
の
中
に
身
を
置
く
」、物
語
に

感
情
移
入
し
て
で
は
な
く
、
映

像
を
見
つ
め
、
映
画
を
観
る
の

で
は
な
く
、「
感
じ
と
る
」
と
い

う
楽
し
み
方
を
体
験
し
ま
し

た
。
　
映
画
全
体
を
貫
い
て
い
る
の

は
、
不
必
要
な
も
の
を
す
べ
て

削
ぎ
落
と
し
た
、
省
く
こ
と
で

生
ま
れ
る
究
極
の
「
静
の
美
」

で
す
。

　
例
え
て
言
う
な
ら
、
世
界
一

短
い
詩
と
言
わ
れ
る
「
俳
句
」

の
よ
う
な
、
あ
る
い
は
シ
テ
の

小
面
の
角
度
だ
け
で
喜
び
、
悲

し
み
を
表
現
す
る
能
舞
台
を
観

る
よ
う
な
。
し
か
し
そ
れ
は
傲

慢
な
訴
え
方
で
は
な
く
、「
あ
な

た
の
心
の
中
に
、
こ
う
し
た
思

い
、
こ
ん
な
景
色
、
こ
ん
な
思

い
出
あ
る
で
し
ょ
う
」
と
呼
び

の
音
、
遠
く
聞
こ
え
る
祭
囃

子
、
鳥
の
声
な
ど
、
人
そ
れ
ぞ

れ
に
様
々
な
音
を
感
じ
る
で
し

ょ
う
。
そ
の
音
こ
そ
が
、
景
色

と
同
じ
よ
う
に
、
貴
方
の
心
の

中
の
懐
か
し
い
音
な
の
で
す
。

　
第
二
八
回
東
京
国
際
映
画
祭

コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン
部
門
に
ノ

ミ
ネ
ー
ト
さ
れ
た
映
画
『
Ｆ
Ｏ

Ｕ
Ｊ
Ｉ
Ｔ
Ａ
』
は
、
最
近
Ｎ
Ｈ

Ｋ
テ
レ
ビ
で
次
の
よ
う
に
紹
介

さ
れ
ま
し
た
。

　
「
乳
白
色
の
肌
の
裸
婦
像
を

描
い
た
こ
と
で
有
名
な
藤
田
嗣

治
は
、
一
方
で
戦
争
画
『
ア
ッ

ツ
島
玉
砕
』も
描
い
て
い
ま
す
。

戦
争
と
い
う
時
代
の
波
に
翻
弄

さ
れ
た
特
異
な
画
家
藤
田
嗣
治

の
半
生
を
描
い
た
映
画
で
す
。

　
映
画
前
半
は
、
自
由
奔
放
に

生
き
る
パ
リ
の
時
代
。
パ
リ
陥

落
後
帰
国
を
余
儀
な
く
さ
れ
た

藤
田
は
、
軍
の
依
頼
で
士
気
高

揚
の
た
め
の
戦
争
画
を
描
き
ま

す
。
戦
時
下
の
日
本
に
お
け
る

藤
田
の
苦
悩
が
、
映
画
の
後
半

に
描
か
れ
て
い
ま
す
。
是
非
観

て
み
た
い
映
画
の
一
つ
で
す
」

　
映
画
を
観
る
と
き
の
楽
し
み

は
何
で
し
ょ
う
か
？
　
好
き
な

俳
優
の
迫
真
の
演
技
、
涙
を
誘

う
愛
の
物
語
、
ハ
ラ
ハ
ラ
す
る

謎
解
き
、
画
面
に
広
が
る
迫
力

の
ア
ク
シ
ョ
ン
等
々
映
画
の
楽

し
み
は
様
々
で
す
。
鞍
馬
天
狗

　
貴
方
が
も
し
今
パ
リ
を
訪
れ

た
ら
、
そ
こ
に
は
藤
田
嗣
治
が

活
躍
し
て
い
た
一
九
二
〇
年
代

の
パ
リ
が
あ
り
ま
す
。
そ
ん
な

変
わ
ら
ぬ
パ
リ
の
美
し
さ
を
、

こ
の
映
画
は
伝
え
て
い
ま
す
。

　
貴
方
に
も
し
心
の
中
に
原
体

験
的
風
景
と
呼
べ
る
日
本
の
景

色
が
あ
る
な
ら
、
映
画
『
Ｆ
Ｏ

Ｕ
Ｊ
Ｉ
Ｔ
Ａ
』
で
、
そ
の
全
て

に
出
会
え
る
で
し
ょ
う
。

　
ど
ち
ら
の
映
像
も
、
時
に
は

何
の
音
も
伴
わ
ず
画
面
一
杯
に

広
が
り
ま
す
。
音
の
無
い
世
界

に
身
を
置
き
、
景
色
に
目
を
凝

ら
し
て
い
る
と
、
身
体
の
中
か

ら
音
が
聞
こ
え
て
き
ま
す
。
風

◆
企
業
文
化
と
は
何
か
。
人
質

（
じ
ん
し
つ
）が
品
質
と
な
り
、

賞
品
は
企
業
文
化
の
象
徴
で

す
。
し
か
し
、
今
回
の
東
芝
や

フ
ォ
ル
ク
ス
ワ
ー
ゲ
ン
、
そ
し

て
旭
化
成
の
不
祥
事
は
理
解
に

苦
し
み
ま
す
。
人
間
同
様
企
業

に
も
品
格
が
あ
り
、
大
企
業
ほ

ど
ガ
バ
ナ
ン
ス
は
徹
底
し
、
Ｃ

Ｓ
Ｒ
や
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
は

知
悉
さ
れ
、
万
全
の
組
織
と
期

待
さ
れ
評
価
さ
れ
て
い
た
の
に

ど
う
し
た
こ
と
で
し
ょ
う
か
。

近
江
商
人
の
売
り
手
よ
し
、
買

い
手
よ
し
、
世
間
よ
し
の
三
方

よ
し
は
、
商
人
道
の
原
点
と
し

て
明
治
維
新
以
後
の
日
本
企
業

に
大
き
な
影
響
を
与
え
ま
し

た
。
こ
ん
な
時
こ
そ
企
業
は
本

件
を
他
山
の
石
と
軽
視
せ
ず
、

創
業
の
志
を
し
っ
か
り
再
確
認

す
べ
き
と
思
い
ま
す
。 
（
Ｋ
）

◆
北
京
理
工
大
学
で
、
仮
の
お

茶
室
を
造
り
、
お
茶
を
点
て
て

学
生
さ
ん
達
と
楽
し
み
ま
し

た
。
畳
は
運
べ
な
い
の
で
、
畳

表
で
作
っ
た
四
畳
半
分
の
ゴ
ザ

を
敷
い
て
、
学
生
さ
ん
達
も
正

座
を
し
て
の
参
加
で
し
た
。
中

国
に
行
く
度
に
思
う
こ
と
で
す

が
、
学
生
さ
ん
達
が
真
面
目
で

す
。
熱
心
で
す
。
勉
学
の
志
の

意
気
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。
ハ
ッ

キ
リ
言
っ
て
、
日
本
の
学
生
に

は
、
爪
の
垢
で
も
煎
じ
て
飲
ま

せ
た
い
と
い
う
気
持
ち
に
な
り

ま
す
。
そ
し
て
素
直
で
す
。
良

く
笑
い
ま
す
。
は
に
か
み
や
さ

ん
で
す
。
総
合
的
に
可
愛
い
で

す
。
そ
ん
な
学
生
が
真
面
目
に

日
本
語
に
取
り
組
ん
で
い
る
の

で
す
。
十
年
先
と
言
わ
ず
、
五

年
先
の
日
本
の
外
交
が
心
配
で

す
。そ
の
前
に
私
自
身
、彼
等
の

率
直
さ
を
学
び
た
い
 
（
も
）
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時

事

川

柳
 

服
部
迪
夫
　
作

「
時
事
川
柳
研
究
会
」顧
問

　
―
高
校
野
球
百
年

脈
々
と
ヒ
ー
ロ
ー
伝
説
語
り
継
ぐ

―
阿
蘇
山
噴
火

阿
蘇
山
が
桜
に
負
け
じ
と
走
り

出
す

―
白
鵬
破
る

隠
岐
の
海
内
助
の
功
を
公
言
し

―
シ
リ
ア
難
民
問
題

受
け
皿
に
欧
州
統
合
試
金
石

―
難
題
噴
出

五
輪
の
輪
ど
こ
か
歪
ん
で
見
え

て
く
る

―
箱
根
駅
伝

予
選
会
も
ひ
と
つ
ほ
し
い
予
選

会―
近
年
身
近
な
存
在
に

ノ
ー
ベ
ル
と
相
思
相
愛
に
な
る
日

本―
ラ
グ
ビ
ー
熱

特
集
を
組
ん
で
ル
ー
ル
を
解
説
し

監
督
・
脚
本
：
小
栗
康
平

主
演
：
オ
ダ
ギ
リ
ジ
ョ
ー

出
演
：
中
谷
美
紀
　
岸
部
一
徳
　
加

瀬
亮
　
福
士
誠
治
　
風
間
杜
夫
　
他

プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
：
井
上
和
子
　
小

栗
康
平
　
ク
ロ
ー
デ
ィ
ー
・
オ
サ
ー
ル

十
一
月
十
四
日
（
土
）
よ
り
全
国
各

地
で
ロ
ー
ド
シ
ョ
ー

＊
前
売
り
券
ご
希
望
の
方
は
、日
本

友
愛
協
会
事
務
局
ま
で

（
一
〇
〇
〇
円
）

（
本
文
：
羽
中
田
記
）
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